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◎新商工会議所会館の今秋竣工と交流拠点としての会

館機能の充実 

 新会館は、「新たな産業ビジネス・交流拠点」として

尾張一宮駅前ビル、一宮市庁舎などと連動し、中心市

街地の賑わい創出に資することを目指す。 

◎会員加入の促進など組織基盤の強化 

 会員組織率１％アップを目標に会員増強運動に取り

組むとともに会員サービス事業を拡充する。 

◎提言・要望活動の推進 

地域総合経済団体として、地域の実情に応じた政策

提言・要望活動を実施する。 

 

◎改正小規模事業者支援法に基づく伴走型支援の実施 

 昨年「小規模基本法」が成立・施行されるとともに、

「小規模支援法」が改正された。これに伴い、事業計

画の策定など、意欲ある事業者の取り組みを事業者に

寄り添って支援する伴走型支援体制を整備する。 

◎創業の支援 

 創業支援に係る 4者連携協定（一宮商工会議所、一

宮市、いちい信用金庫、尾西信用金庫）によるネット

ワークを活用し、創業セミナー開催や創業相談者の情

報共有化などによりきめ細やかな支援を行う。 

◎人材確保の支援 

 尾張五市商工会議所が連携し、合同企業説明会を名

古屋市内で開催する。 

◎販路開拓の支援 

 会員交流会の開催や、プレスリリースの仕方を伝授

するセミナー、そして合同報道発表会を開催する。 

◎IT化支援 

  IT会員企業交流会やIT支援セミナーを引き続き開催

する他、地元 IT関連事業者と連携し、ITベンダー登録

制度の創設に向けた検討を行う。 

 

◎企業立地の推進  

 産業構造の複合化や就業の場を創出するため、一宮

市と連携して、企業立地促進制度の充実や工業系用地

の確保など企業が進出しやすい条件整備を検討する。 

◎新産業創出研究会の活動強化と産学連携のマッチン

グ強化 

  産学官金連携を積極的に推進し、大学のシーズと企

業のニーズのマッチングに力を注ぎ、新製品の開発や

新分野進出を支援する。 

◎農商工ビジネスに関する研究会の設置 

「農商工連携」や「農業の 6次産業化」をテーマ

に、マッチング事例やビジネスモデルを勉強する研

究会を設置する。 

 

◎元気な個店の発掘と顕彰制度の実施 

 斬新なアイデアや工夫、地域特性を活かした魅力

的な店舗を表彰し、経営意識の向上などを図る顕彰

制度を昨年に引き続き実施する。 

◎「いちのみや一押し・逸品ガイドブック」（仮称）

の発行 

 地元の商店主が自信を持ってお勧めする人気商品

や特産品、手土産等を紹介するガイドブックを発行

し、個店の魅力アップと情報発信を図る。 

◎買い物弱者対策の実施 

 流通事業者、商店街、行政等と連携し、先進地視察

等を通じビジネスモデルを検討する。 

◎「第 1次一宮商工会議所環境行動計画」の実施 

 「環境配慮型経営」への取組みを支援するため、

本年度から「第 1次一宮商工会議所環境行動計画」

を実施する。 

◎発行額を拡大したプレミアム付商品券発行事業の

実施 

 国の地方創生に係る交付金を活用し、一宮市と連

携のうえ発行額を拡大したプレミアム付商品券事業

を実施する。 

 

◎「いちのみや秋まつり」の連携強化と一宮モーニ

ングやコスチュームタウン構想を始めとする既存

の地域活性化事業の充実 

「いちのみや秋まつり」を本年度は、行政や参加

団体との更なる連携を図り、共同事業や情報発信を

拡充する。また、「一宮モーニングプロジェクト」、

「一宮コスチュームタウン構想事業」、「いちのみや

食ブランド事業」等の地域資源を活用した地域活性

化施策の更なる展開を図る。 

◎地域産業資源を活用した産業観光の実施 

「ものづくり」の現場を巡るモデルコースを設定

し、モニターツアーを企画実施する。 
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一宮商工会議所は、3 月 23 日、常議員会ならびに臨時議員総会を開催し、平成 27 年

度の事業計画及び収支予算等を決定した。概要は以下のとおり 

平成 27 年度事業計画と収支予算を決定！ 
～常議員会・臨時議員総会を開催～ 

本 年 度 の 重 点 事 業 
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一宮商工会議所平成 27年度 収支予算一覧 

一宮商工会議所既存土地建物の売却について 

本所は平成 27 年 10月に竣工を目指す新会館建設に伴い、既存の会館（土地・建物）の売却方針を決定

いたしましたのでご報告いたします。 

  売却方針の抜粋は下記の通り。詳細は入札要綱書をご覧ください。（本所ホームページに掲載） 

■周知方法 

→広く一般に周知する（本所 HP、所報）。 

■売却方法 

  →入札方式を採用。 

但し、金額・購入目的を総合的に勘案し、優先交渉者を内定する。 

■建物の解体 

  →建物の解体は行わず現状渡しでの売却とする。 

また、建築後 60 年以上経過のため、建物評価金額は 0 円とする。 

■最低売却価格 

  →最低売却価格は坪当たり 800 千円とする。 

■その他 

  →本件取引は売主（一宮商工会議所）と買主の直接取引とするため、仲介手数料等は発生しない。 

■入札スケジュール 

 

入札告示 平成 27 年 4 月 1 日（水） 

内覧会 平成 27 年 5 月 11 日（月）、12 日（火） 

入札実施 平成 27 年 6 月 10 日（水）まで 

売買契約締結 平成 27 年 7 月 21 日（火）予定 

決済・引き渡し・所有権移転登記 平成 27 年 12 月 17 日（木）予定 

 

※プレミアム付商品券発行事業は、27年度から一般会計から切り離し、新たに特別会計を新設する。 

（単位：円） 

本年度予算額 前年度予算額

一 般 会 計 ※ 120,065,000 462,139,000 △ 342,074,000 △ 74.0

中 小 企 業 相 談 所 95,730,000 99,710,000 △ 3,980,000 △ 4.0

庁 舎 管 理 28,391,000 22,610,000 5,781,000 25.6

特定商工業者 法定 台帳 4,960,000 4,600,000 360,000 7.8

共 済 事 業 13,150,000 13,130,000 20,000 0.2

特定退職金共済事業 443,770,000 487,872,000 △ 44,102,000 △ 9.0

一宮市プレミアム付商
品 券 発 行 事 業

※ 1,246,000,000 0 1,246,000,000 ―

差　　   　　異 増加率（％）



 

 

商業活性化委員会（委員長:森 初男） 情報委員会（委員長: 青木 俊憲） 

コミュニティー委員会（委員長:長尾 大八郎） 

（開催日順） 

開催日 

2 月 23日 

出席者 

 17名 

開催日 

2 月 23日 

出席者 

 17名 

開催日 

3 月 16日 

出席者 

 24名 

議題（1）所管事業の報告並び来年度事業計画 

    （2）その他 

  議題(1)について、所管事業の実績報告と来年

度の事業計画を説明した。「広報活動の強化」に

ついては、本年度作成する総合利用ガイドブッ

クに、新会館の情報を盛り込む旨や、ケーブル

テレビアイ・シー・シー内の番組で、新たなコ

ーナーを設け情報発信を行う旨報告した。 

また、「IT 活用と IT 化の支援」については、

一宮市内の IT 関連事業所の掘り起こしを実施

し、ITを駆使した経営課題の解決など、IT によ

る成功事例の紹介を行う旨の報告を行った。 

議題 (1)各事業の経過報告 

 (2)来年度事業計画(案)について 

(3)その他 

議題(1)について､各事業の実績報告を説明す

る中で､特に｢元気な個店の発掘と顕彰制度｣の事

業では､本所､初の試みであったが､魅力的な繁盛

店を表彰することにより市内の商業活性化の一

翼となった｡さらに｢飲食店ガイドマップ｣につい

ても､学生参画による斬新な中心市街地の飲食店

マップが出版され､話題性を呼び好評を博した｡

続いて､議題(2)について､来年度の事業計画を説

明した｡中でも､新規事業として､｢いちのみや一

押し逸品ガイドマップ｣の発行事業が提案され

た｡ 

議題（1）各委員会の年間活動報告について 

    （2）長期行動指針第 1 期アクションプラン

の事業評価（案）について 

   (3) 平成 27 年度の事業計画（案）ならび

に収支予算（案）について 

(4)その他 

最初に各委員会の委員長から、1年間の活動を

振り返りつつ年間報告があり、今年度取り組ん

だ具体的な事業について説明があった。 

続いて、議題(2)について、事務局から目標達

成度が 80%以上である事項が全体の 94.6%となっ

たこと等を報告した。 

さらに、議題(3)について、事務局からポイン

トとなる来年度の重点事業や予算規模が大幅に

増加したプレミアム付商品券事業の予算(案)等

について報告した。 
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一宮商工会議所は、議員活動の中心として定期的に開催されている委員会を順次開催した。 

一宮市政懇談会を開催 

3 月 2 日、本所にて一宮市政懇談会を開催し、

正副会頭を始めとする本所役員、議員等 78 名が

参加した。 

  当日は、先の一宮市長選挙で第 9 代目の市長に

就任された中野正康氏を講師に招き、「これから

の一宮」と題し講演を行った。 

  講演では、中野市長の生い立ちから現在までの

軌跡をパワーポイントを用い紹介した他、今後の

市政に対する政策ビジョン等が披露された。 

△講演を行う中野市長 
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一宮商工会議所「環境行動計画」を策定！！ 

～『持続可能な社会』の実現に向けた環境経営の取り組みを支援します～ 

 一宮商工会議所は、会員企業の環境に配慮した

経営の取り組みを支援するとともに、本所自らも 

▲ 環境行動計画はﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞで閲覧できます 

  

 

地域総合経済団体として率先して取り組むべき

課題と目標を掲げ、省ｴﾈ･低炭素社会の実現を目

指すことを目的に環境行動計画を策定した。 

  この事業は企業環境委員会（矢野尚彦委員長）

の所管事業であり、CO2 ﾁｪｯｸｼｰﾄの利用促進やｴｺｱ

ｸｼｮﾝ 21 の認証取得支援など、環境に配慮した経

営に役立つ情報、施策などを盛り込んだ内容とな

っており、今後も所報、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ、ﾒｰﾙﾏｶﾞｼﾞﾝ等

で会員企業の環境経営に役立つ情報を随時発信

していく。 

  また、本所自らも本計画の運用にあたっては事

業部横断的な｢環境推進ﾁｰﾑ｣を編成し、CO2 ﾁｪｯｸｼ

ｰﾄの活用やｺﾞﾐの減量化、再資源化等、達成目標

を設定し職員一同がｴｺ活動に取り組んでいく。 

  地球温暖化などの環境問題が、国際的共通課題

として取り上げられる昨今、企業の果たすべき社

会的責任が注目される中、会員企業の環境課題へ

の取り組みの推進を図っていく。 

環境行動計画に関するお問い合わせは企画事

業部までご連絡下さい(TEL 72-4611)。 

 

第三回ビジネス会員交流会を開催！ 

39社 46名が参加し、会員相互の連携を深める 

3 月 3 日、本所にて第三回会員交流会を開催した。

当日は、39社 46名が参加した。 

「効果的な名刺交換、挨拶の方法を学び、より深

い人間関係を築こう！」をテーマに第一部では、

有限会社企業経営研究所の小坂英雄氏を講師に

迎え「今日からできる！名刺で仕事を取る 3つの

ポイント」と題した講演会を行った。 

第二部では、参加企業による 1 分間のプレゼン

テーションが行われ、自社の紹介や強み、特長な

どをアピールした。次いで、名刺交換会及び交流

会では、第一部の講演会を参考に積極的に会員同

士で名刺を交換し歓談する様子が見られ、大いに

盛り上がった。 

会員交流会終了後に行ったアンケート調査によ

ると 9割以上の方が交流会の参加について「満足

した」と回答した。また、「会員交流会をきっか

けに一緒に仕事を行うことになった。」など、ビ

ジネスマッチングの機会ともなっている。平成

27 年度も交流会の開催を行う予定。 

【問合せ先】 

一宮商工会議所中小企業相談所  

TEL.0586-72-4611 FAX.0586-72-4411 

▲ 挨拶を行う高岡副会頭 

▲交流会の様子 
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高岡商工会議所との親睦ゴルフ会を開催  

本所は 3 月 10 日、岐阜カンツリークラブに

おいて高岡商工会議所との親睦ゴルフ会を開

催し、双方の役員、議員総勢 30 名が参加した。 

このゴルフ会は、東海北陸道開通を機に親交

が深まった両商工会議所の親睦を更に深める

ため、平成 17 年に始まり今回で 4 回目を迎え

た。 

当日は季節外れの雪に見舞われたが、ホール

アウト後の表彰式は和やかなムードの中で行

われ、双方の親睦を深める良い機会となった。 

△表彰式で挨拶をする豊島会頭 

会館建設特別委員会を開催 

会館建設特別委員会（委員長：則竹伸也）は、

3 月 16 日、本所にて第 20 回会館建設特別委員

会を開催した。 

会議では、最初に会館建設工事の進捗状況に

ついて説明があり、基礎工事は順調に推移し、

約 4m 掘り下げた地盤に鉄筋組立・型枠組立工事

等を施工し、3 月中に埋戻しを完了したうえで、

4 月からはいよいよ鉄骨等の建方工事が開始さ

れることが報告された。 

続いて、新会館建設に伴う本所既存土地建物

の売却方針（案）について審議が行われ、本年

4 月 1 日に売却告知を行うこととなった。 

売却方法は入札方式を採用した上で金額、購

入目的を総合的に勘案し、優先交渉者を決定す

ること等を決定した。（詳細については、3頁、

本所 HPを参照のこと） 

△会館建設特別委員会の様子 

会員懇親会を開催 

女性会（会長：青山富士子）は、3月 16 日、

ユコーネにて「会員懇親会」を開催した。 

当日は、女性会の平成 26年度の活動報告、

その後新入会員事業所の 4 名から事業内容等

の紹介を行い、会員相互の親睦を深めた。当

日は、4 名のゲスト参加者を含め総勢 28名が

参加するなど盛況で、新たな会員加入に繋が

る有意義な会となった。 

△会員懇親会の様子 

愛知県商工会議所青年部連合会 

第４回会長会議を一宮市で開催 

愛知県商工会議所青

年部連合会（会長：豊

橋 YEG 鈴木勝利）は 2

月 27 日、今年 4回目と

なる会長会議を尾張一

宮駅前ビル(i-ビル)及

び本所で行い、鈴木県

連会長を始めとする県

内の青年部関係者ら総

勢 220名が出席した。 

会議冒頭では、豊島会頭、中野一宮市長が挨拶

を行い、その後、平成 27 年度役員選出(案)や

YEGDAYの事業報告等について審議がなされた。 

本会議は今年度最後の会長会議であり、本所青

年部が主管であることから、一宮モーニングを題

材とした講演会、喫茶店体験やモーニングエンジ

ェルズの出演など趣向を凝らしたアトラクショ

ンが行われた。 

また、会議終了後には、懇親会を開催し、今年

１年の事業を振り返り、一体となる雰囲気の中、

会員相互の交流を深めた。 

△挨拶をする矢田会長 



 

 

 

 

 

 

 

一宮商工会議所 中小企業相談所  

TEL：85-7032    ＦＡＸ：85-7033 

Homepage http://bsc.ichinomiya-cci.or.jp 

B support usiness 
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【ビジネス支援センター】 
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制度を紹介した といった点が評価された。 

  当日は、「ベーシックコース」の代表として事務局

担当者が本所の創業における支援体制や創業スクー

ルの内容、フォローアップセミナーの紹介を行った。 

※一宮創業スクールの実施内容や、創業スクール選手

権に関する情報については、「創業スクール」専用サ

イトをご覧ください！ 

今年度実施された、地域創業促進支援事業「創

業スクール」の締めくくりとして、3月 9日に「第

一回 全国創業スクール選手権」が開催された。 

これは、全国に約 230箇所ある実施主体より選

ばれたビジネスプランの中から最も優秀なビジ

ネスプランを決めるコンテストである。当日はフ

ァイナリスト 8名のプレゼンテーションと、創業

スクール大賞、特別賞の発表が行われた。 

併せて「創業スクール 10 選」と題し、一宮創

業スクールの実施事例が紹介された。これは全国

の実施主体の中でも、優秀と評価された 10 のス

クールを紹介するものであり、①創業支援拠点と

なるビジネス支援センターが設置されている、②

商工会議所、市、地元信用金庫一体となって創業

前、創業後の支援体制を敷いている、③創業スク

ールのカリキュラム内で、地元に創業者を増加さ

せるといった狙いから、商工会議所や市の支援 

最後に、グループワークとして創業補助金の申

請書に書かれている内容が、採択されるかどうか、

また、その理由について考えていただいた。 

終了後、各テーブルで自身の事業の紹介をする

など、コミュニケーションも図られ、アンケート

には、継続的に実施してほしいとの回答もあった。 

場所：一宮商工会議所 3階 301室  受講者数：18名 

3.13創業フォローアップセミナーを開催しました！ 

第一回 全国創業スクール選手権で 

一宮創業スクールが紹介されました！ 

  平成 26 年度にビジネス支援センターへ創業相

談に来所された方、創業セミナー、創業スクール

の受講者を対象に本セミナーを開催した。 

ビジネス支援センターの東野インキュベーショ

ンマネージャーが講師を務め、まず始めに創業ス

クール、西尾張創業塾生から事業の進捗状況につ

いて発表いただいた。 

その後、創業のスタートアップを図る際に有効

的な補助金制度の紹介と、補助金申請の心構えに

ついて解説。補助金は「手段」であり、「目的」で

はない！という点を強調し、現在考えている事業

の実施や、課題解決の一つであることを理解いた

だいた。 

▲「創業スクール 10 選」事例紹介 

  

 

   
▲進捗状況を発表する受講生 

http://bsc.ichinomiya-cci.or.jp/


 

 中小企業相談所は、国･県の中小企業施策の普及にあたり､特

に小規模事業者の皆様の経営、金融、税務、経理、労務などに

関する経営支援を行う機関です。11 名の経営指導員が、それぞ

れ地区を巡回し、商工会議所の会員・非会員の区別なく相談に

応じております。勿論、業務上知り得た秘密は厳守します。 

本町商店街に店を構えて 8 年目になる自家

焙煎の珈琲専門店「タスコ珈琲一宮店」。店長

の森井聖人さんに話を伺った。 

 

◆珈琲好きが興じて開業 

  珈琲が好きだったという父親の優氏が江南

市で「タスコ珈琲」を昭和 50 年に開店。店名

の由来は､白壁･橙色瓦の町並みで有名なメキ

シコのタスコをイメージして名付けた｡はじ

めは喫茶店であったが、のちに自家焙煎の珈

琲豆の販売を行うようになった。その後、人

口が多く商圏も大きい一宮市で仕事がした

いと平成 18年に一宮本町商店街のほんまち

サンプラザ内に 2号店となる一宮店を出店、

平成 23年に現在地に移転した。店長の聖人

氏は、両親の仕事ぶりを子供の頃から見て

いたため自然とこの仕事を継ごうと決意し

たと言う。 

 

◆現在の業務内容 

  世界の農園より厳選した生豆のみを直火釜を使

い、独自の理論と技術で丹念に焙煎している。カフ

ェスペースを併設しており、世界のトップバリスタ

も愛用するイタリア製のエスプレッソマシン「LA・

MARZOCCO」で淹れるエスプレッソやカプチーノなど

が楽しめる。店内は、心地よい音楽が流れ、ゆった

りとした時間を過ごすことができる。 

  常時 24種類、多い時には 30 種類以上の珈琲豆を

100 グラム単位で販売している。豆の鮮度と質に徹

底的にこだわり、焼いてから 2週間以内の一番良い

状態の豆を販売する。客層は女性が中心。若い世代

から高齢者までの近隣住民から親しまれており、リ

ピーターも多い。珈琲と相性の良い輸入菓子や珈琲

器具類､珈琲関連商品も販売している。 

 

◆これからも良質な珈琲豆を提供していく 

「珈琲の知識については知られているようで、知

られていない」と店長は言う。そのため、積極的に

来店客とコミュニケーションを図り、客の好みだと

思うものを提案することもあるという。今後も良質

な珈琲豆を提供したいとのことで、足元を固め、今

後も地に根を張った店舗運営をしていきたいと意

気込む。 

 

Q  一宮商工会議所との関わりと、創業後、営業面以外で苦労したことを教えてください。 

A 「一宮美食図鑑」に掲載させていただいています。父から聞いた話ですが、創業後しばらくは珈琲豆

の仕入先の確保と、当時は自家焙煎の店も少なくノウハウもなかったため、どのように焙煎したら

良いのか試行錯誤の毎日だったとのことです。 

～ 本物の珈琲を提供する ～   

 

    

代表者：森井 聖人     創 業：平成 18 年（一宮店） 

住 所：一宮市本町 3-1-14 

Ｔ Ｅ Ｌ：(0586)72-2390 

業 種：自家焙煎珈琲豆小売 

U R L：http://taxco-coffee.com/itimiya.html 

▲ 自慢のコーヒー 

8 

 

タスコ珈琲一宮店 
▲ 店内の様子 

▲ 代表者：森井聖人氏 
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「困難を乗り越えて、お客様の要望に応えるこ

とができたとき、充実感を味わうことができるか

ら私は常に困難という階段を昇り続ける。」と話す

のは一宮市で 66年間、高級礼服や紳士服から婦人

のファンシー物まで幅広い生地を製作する宏進毛

織合資会社の林宏幸氏。繊維に関する技術につい

て、飽くなき探究心と向上心をもって顧客から安

心・信頼を得て「仕事を出しても安心」と定評の

ある、地場産業のモノづくりを支える企業の一つ

である。 

昭和 23年、先代の林博氏が創業。着物から洋装

に生活様式が変化していく中、製織範囲（「せいし

ょくはんい」：製作できる生地の種類の幅を増やす

こと）を広げるためにドルニエと呼ばれる最新の

織機を導入し、親会社からの様々な要望に応え、

品質と納期の管理にこだわり続けた。宏幸氏は、

他の繊維企業で修行をした後、昭和 53 年に宏進毛

織に就職し、平成 5年から 2 代目の代表となった。

父親の信念を受け継ぎ、技能を磨き、設備投資も

積極的に行ってきた。仕事を行う上で一番の信条

は「お客様は仕事を出すとき、納期や品質でいつ

も不安を抱えている。相手に安心してもらえるよ

うに品質管理と徹底した納期管理で生地を納め、

後工程にお世話になるような仕事はしない。」とい

うこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そのために常に設備投資も行っている。通常、準

備機とよばれる縦糸をセットするための機械は大

きな工場にしか入っていないのだが、宏幸氏は工

場を広げ、この機種を導入した。生地の製作にお

いて、この準備工程で品質の 7 割から 8割が決ま

る。これまでは外注にも出していたが「自分の手」

で、「自分の目」で作業を行わないと品質の管理が

できず、技術の向上も見込めないからである。 

このように技術の研鑽や設備投資で高い技術力

と品質の保証を維持しているが、実はもう一つ、

宏幸氏の妻の存在が大きいようである。景気が良

かった当時は、従業員を抱えて仕事を行っていた

が、宏幸氏と同じ技術力、同じ思いで仕事をして

もらえるか悩んだ時期があったとのこと。そこで、

従業員を無くし、敢えて募集も行わず、夫婦二人

で仕事をすることとした。そこには長年連れ添っ

た夫婦の仲ということでは片付けることができな

い、「同じ気持ちを共有しながら仕事ができる」一

番の相手なのだからであろう。 

生涯現役でいたいと宏幸氏は話す。常に前向き

に熟練した技術を活かして、さらなる技能を身に

つける。そこには、「困難なことを困難と思うのか、

自分の将来のことだと思ってできるか。」という思

いがあるとのこと。若い頃に比べると取引先の思

いや技術のレベルも大きく変わった。自分達はモ

ノを売る商売ではなく、モノを作る仕事なので、

常に研究開発を続け、コツコツと仕事をすること

で顧客からの信頼や評判をいただくのみである。

そうした時代の変化に対応できるように自己研鑽

を積む宏幸氏はこの地域の地場産業を支える大き

な存在である。 

Q. 宏進毛織の将来の「夢」や「目標」を教えてください。 

A．「仕事を出して安心」を極めて行きたいです。この尾州産地で生まれる毛織物を使ったモノづくりを大

事にして、他の企業と切磋琢磨しながら日々努力を続けていきたいです。 

代表者：林 宏幸   創業： 昭和 23 年 

業種：織物製造 

TEL：0586-68-0328 FAX：0586-68-2650 

住所：一宮市萩原町萩原 3029-1 

～不断の努力と高い品質で顧客 

から安心・信頼を得る企業～ 

代表の衛藤昭夫 氏 

△工場内では現在ｽﾙｻﾞとﾄﾞﾙﾆｴ

6機の織機にて生地を製作 

△宏進毛織合資会社の林宏幸代表 

△縦糸の準備の様子。この段階

で製品の質のほとんどが決ま

る重要な工程。 

宏進毛織 
合資会社 
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Ａ社(繊維業)    人材の確保が極めて困難。外国人でも継続的に雇用が可能となる制度を望んでいる。 

Ｂ社(製造業)    円安の影響で輸出環境が良好。海外生産していたものが日本へ戻ってくる案件もある。 

Ｃ社(繊維業)    消費者ニーズを把握していることもあり、売上を維持。技術者の高齢化と技術の承継が課題

だが、必要な人材については、定年を迎えても雇用の延長を依頼している。 

Ｄ社(建設業)    ここ数年人材不足が続いており、業況悪化の要因となっている。賃上げについて、同業他社

の動向も見極めながら検討を行う。 

経営指導員が日々の巡回活動で聴いた 2月の情報 

 

～ 受注企業募集中 !!～ 
 

 

 
 
 

とにかく前向きな企業・経営者様からご好評をいただいています。 
アライアンスパートナー発掘市とは、愛知県内の商工会議所会員同士で行う、事前調整型の 

商談会です。業種・業態・規模に関わらず、会員であればどなたでも参加可能です。 

 

 

 

◆ 申込期間  3月 18日（水）～5月 13日（水）       

◆ 商談期間  6月 29日（月）～ 7月 3日（金）     

◆ 商談会場  名古屋商工会議所 5階会議室     

◆ 参加資格  愛知県内の主催商工会議所会員 
        のみエントリー可能 

エントリーは下記ホームページへアクセス 

http://www.aichi-partner.jp/ 

【問合せ・申込先】 一宮商工会議所 中小企業相談所 TEL 0586-72-4611 FAX 0586-72-4411 

 

 

 

  ＜エントリーから商談の流れ＞ 

① 専用ＨＰから必要事項を入力 

② 事務局にてエントリーリストを作成 

③ 商談依頼先を探す。最大５社まで依頼可能 

④ 事務局にて各エントリー企業と日程調整 

⑤ 商談期間内に対面（1商談時間 25分） 

「ビジネスの話がスムーズにできる」   

「ためになる情報交換ができる」 

「絶好の機会。参加しなきゃもったいない！」 
 
 

参加費
無  料 

エントリーした企業数 

681社 
 
 

商談に至った企業数 

504社 
 
 

実施した商談件数 

延べ 1,644社 
 
 

※2014年度実績 

『尾張地域商談会』 ～ 受注企業募集中 !～ 
 

尾張地域相談会とは、尾張地域を中心とした中小企業の受注機会の増大及び新規取引先の開拓を図るた

め、尾張地域の 8商工会議所と(公財)あいち産業振興機構が、年１回 

開催しているビジネスマッチング事業です。 
 
◇参加企業の声 

   ・ニーズにマッチした業者との面談ができた。 

・各企業の状況や仕事の内容がわかり視野が広がった。 

   ・商談の中で技術的なノウハウの話が出来てよかった。 など 

◇開催スケジュール 

 

 

 

 

 

 
 

※詳細はホームページ(http://www.aibsc.jp/tabid/400/Default.aspx)をご参照ください。 
 

【問合せ先】一宮商工会議所 中小企業相談所 TEL 0586-72-4611 FAX 0586-72-4411 

●受注企業募集開始●  

平成 27年 4月 13日(月)から 5月 15日(金) 

6月上旬・・・(公財)あいち産業振興機構より受注企業へ面談スケジュールの通知  

●尾張地域商談会●  

平成 27年 6月 11日(木)  13時 00分から 17時 10分  

開催場所：小牧勤労センタ―  愛知県小牧市大字上末 2233-2  

参加費無料 

アライアンス・パートナー発掘市２０１５ 
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小規模企業者等設備貸与事業～新設備貸与制度～のご案内 
新設備貸与制度とは（公財）あいち産業振興機構が皆様に変わって設備を購入し、皆様に「割

賦販売」又は「リース」する制度です。原則、担保不要で保証協会の保証も不要となり、与信

枠を変えることなく、設備を導入することが可能となります。設備投資をお考えの方はお気軽

に（公財）あいち産業振興機構にご相談ください。一宮商工会議所でもご相談いただけます。 

 

【制度の特長】 

・低金利、長期固定 【割賦】年利 1.7％～2.3％ 【リース】1.331％～2.972％（7年～3年） 

・商工会議所経由の申込の場合は上記金利から 0.1％程度優遇されます。  ・連帯保証人は原則代表者 

・一宮商工会議所から申込ができます｡     ・原則、担保不要、保証協会の保証も不要のみ 

【制度の概要】 

対 象 事 業 者 従業員 50人以下（※従業員数によって一部要件があります。） 

限 度 額 100万円～1 億円 

対 象 設 備 
県内に設置する新品の機械・設備等で付加価値及び経常利益の向上が一定以上見込める

もの。なお、設備や販売業者は皆様が選択できます。 

返 済 期 間 【割賦】返済期間は 5 年又は 7年。【リース】3年～7年  

利 率 

【割賦】利率は経営・財務の状況により、3段階に分かれます。 

【リース】期間ごとに､3段階の別の利率を設定しています｡ 

割 

賦 

第 1区分 第 2区分 第 3区分 

1.7％ 2.0％ 2.3％ 
 

当 初 費 用 【割賦】火災保険料のみ 【リース】不要 

導入までの期間 当月      翌月      貸付審査から 1ヶ月程度     試運転完了後 

申込        貸付審査      売買契約締結 → 申込企業へ設備設置   検収 

【問合せ・申込先】（公財）あいち産業振興機構 TEL.052-715-3067 HPは「あいち機構 設備貸与」で検索 

  一宮商工会議所では、国や県がすすめる各種施策

や経営に必要な情報などを掲載した各種パンフレ

ット・冊子を無料で配布しております。 
 

中小企業施策利用ガイドブック 
 

中小企業施策をご利用になる歳
の手引書として主な施策の概要を
紹介しています。 

 
 

あいち産業労働ガイドブック 
 

愛知県が実施している産業労働

支援策や国、関係機関の関連する

支援策を紹介しています 

 

 

 

 

 

 

 

経 営 の ご 相 談 
 

  巡回・窓口で本所経営指導員が日々相談に応じま

す。また専門的な課題について本所の専門相談員が

相談に応じています。 

■専門相談（無料相談･随時・予約制） 

  弁護士・司法書士・中小企業診断士・社会保険労

務士・税理士・弁理士・IT コーディネータ等各分

野の専門家が、無料で相談に応じます。 

■金融相談（相談無料･随時･予約制） 

・愛知県信用保証協会（2月 12日 13:00～16:00） 

  中小・小規模企業の金融ニーズに幅広く且つ迅速

に対応します。 

『いちのみや食ブランド』 ～ 認定商品を募集しています！ ～ 
 

いちのみや食ブランド推進協議会では、一宮市を中心とする西尾張地域の農水畜

産物やそれらを使用した商品を「いちのみや食ブランド認定商品」として認定し、

商品の PR活動を行っております。現在は、「金の一宮バウム」や「木曽川四季菜(カ

ラフル)サンド」「いちじくグラッセ」など 40品を認定しています。 
 

【申込・問合せ先】いちのみや食ブランド推進協議会事務局（一宮商工会議所内） 

   TEL.72-4611   FAX.72-4411                                 

 

New 



 

 

 

 

 

 
 

           

           金屋町さまのこマルシェ 
 

クラフト品、工芸品の販売の他、フリーマーケット、フードコーナー、  

パフォーマンスステージが登場！ 
 

昨年５月に高岡市鋳物発祥

の地、金屋町の発展を期して有

志によって結成された「金屋町

七福会」がメイン事業として

「さまのこマルシェ」を企画。

さまのこマルシェでは青空市

として多数のクラフト作品が

販売される他、フードコーナー

やパフォーマンスステージも 

充実しています。新高岡市誕生１０周年記念として福岡町の伝統 

芸能「雅楽の演奏」や特産「菅笠の販売と制作実演」も行われま 

す。金屋町七福会の竹中勝治会長は「ものづくりのまち・金屋か 

らクラフトの良さを発信し、クラフトファンを増やしたいと考え 

ています。今回は初開催ですが、回数を重ねて高岡市の活性につ 

なげていきたいと思います。」と意気込みを語られました。 

イベント当日は金屋町を中心とした市内外のクラフト品が多 

数揃い、あなたのライフスタイルを彩るお気に入りの逸品に出 

会えること間違いありません。この春初開催のさまのこマルシ 

ェで心躍る体験はいかがですか。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問合せはこちら                                              
高岡商工会議所  

〒933-8567  

富山県高岡市丸の内 1-40 

Tel 0766-23-5000 

高岡商工会議所・一宮商工会議所交流事業 

情報交流コーナー 
このコーナーは、本所と友好関係にある高岡商工会議所の産業や季節

のイベント、グルメ情報などを四半期に一度、紹介しています。 

「第１回金屋町さまのこマルシェ」 

４月２９日（祝水）9：00～15：00（雨天決行） 高岡市金屋町石畳通り周辺  

主催／金屋町七福会さまのこマルシェ実行委員会 

共催／高岡市、高岡商工会議所 後援／金屋町自治会、金屋町まちづくり協議会、千保川クルーズ 

高岡古城公園 お濠めぐり遊覧船 

利長号と利常号 

運航期間／3/20（金）～11/29（日）土

日祝日運航 ※桜まつり期間、ゴールデ

ンウィーク、お盆、万葉まつり期間、

紅葉時期は平日も運行します。 

運航時間／10：00～17：00 

定員／10 名（大人） 

乗船料金／大人 700円・小人 200 円（小

学生以下） 

たかおか朝市 

開催日時／4 月～10 月までの 

第 2、4 日曜 5：30～7：30 

開催場所／坂下町通り 

 

第 4 回千保川・さくら・クルーズ 

開催日時／4/11（土）、12（日） 

9：30～ ※天候により変更あり 

開催場所／おとぎの森公園～彩

都公園（受付はおとぎの森公園） 

当日券少数有、乗船料 1,000 円 

詳しくは「千保川をかたる会」HP

をご覧ください。 

 

詳細はこちら 

http://www.senmaike.net/shichifuku/index.html 

桜の季節、高岡市では様々なイベントが開催されます。 

友人と、家族と一緒におでかけしませんか？ 

 

 

 

一宮ﾓｰﾆﾝｸﾞ 

ｷｬﾗｸﾀｰ ｲﾁﾓ 

高岡ﾏｽｺｯﾄｷｬﾗｸﾀｰ 

家持くん、利長くん 
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杉浦経営会計事務所広告 

 

愛知県信用保証協会広告 

平成 27年度「一宮モーニングプロジェクト」参加店募集開始！ 

一宮工業高等学校によるスマートフォンアプリ「一宮モーニングアプリ」が完成！ 

一宮モーニング協議会（会長：則竹伸也）は、 

平成 27年度の「一宮モーニングプロジェクト」 

参加店を募集する。 

今年度は前年度と同様に、一宮モーニングマッ 

プと一宮モーニング公式ホームページに、参加店 

舗情報を掲載するほか、スタンプラリーを実施す

る予定。 

モーニングマップについては、5 万部の発行を

予定しており、一宮商工会議所をはじめ、プロジ

ェクト参加店舗、一宮モーニング情報発信拠点「カ

フェレストラン・イチモ」、一宮観光案内所、その

他一宮市内の金融機関等での配布を行う。 

また、この度本プロジェクトに対するスマ

ートフォンアプリ「一宮モーニングアプリ（平

成２６年度版）」が制作された。 

これは、愛知県立一宮工業高等学校電気科

の生徒の方々に制作いただいたもので、本協

議会が発行している「平成２６年度一宮モー

ニングマップ」を、スマートフォンなどで気

軽に見ることができる。モーニング終了時間

やエリアを指定して、マップ上の参加店を検

索することが可能となっている。 

詳細は、公式ホームページよりダウンロー

ド可能。問合せは一宮モーニング協議会事務

局まで（TEL:72-4611） 
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いちのみや秋まつり実行委員会（委員長：則竹

伸也副会頭）は、3 月 4 日、本所にて、第 6 回実

行委員会を開催した。 

当日は、本年度の事業計画概要について委員間

で活発な議論が交わされ、催事名称について採決

を行ったところ、「一宮だいだいフェスタ大集合

for Halloween 2015」にて可決承認された。 

また、フェスタ内での新事業として、10 月 31

日にハロウィンパレードを開催することが決定し

た。今後、各グループ会議で事業について協議を

行う。 

△実行委員会の様子 

いちのみや秋まつり実行委員会を開催 

～本年度の催事名称が決定～ 

  産業人材の確保、育成事業の一環として、今年

は 5 月 20 日(水)15:00～16:30 に、一宮商工会議

所にて｢地元高等学校等進路指導担当教諭と企業

採用担当者との懇談会｣を開催する。 

  地元高校の先生方、企業の採用担当者が参加し、

学校、企業相互の理解を深め、新卒者の地元定着

率の上昇に寄与する事を目的とする。第一部では

各校の就職状況について話があり、第二部では個

別相談と情報交換会が予定されている。 

  現在、参加企業の募集を受け付けている。詳細

については、同封チラシを参照。問合せは企画事

業部まで(TEL 72-4611) 

△昨年の懇談会の様子（挨拶をする豊島会頭） 

地元高等学校等進路指導担当教諭と 

企業採用担当者との懇談会を開催します 

市内専門高等学校等優秀生徒表彰式

を開催！ 

2 月 25 日、本所にて｢市内専門高等学校優秀生

徒表彰式｣が開催された。 

  この表彰制度は一宮市の商工業の未来を担う人

材育成事業の一環とし、文化教育委員会（猪子誠

兒委員長）の所管事業として、今年度より創設さ

れたもので、市内の専門学科で学ぶ高校生を対象

に各種資格の取得など、高校在学中に優秀な成績

を収め、なお且つ、学校長の推薦を受けた高校三

年生の十人が表彰された。 

  表彰式では県教育委員を務める則竹副会頭より

彰状と記念品が手渡された。 

△市内専門高等学校等優秀生徒表彰式の様子 

 

新産業創出研究会 第５回例会 

「岐阜大学 ラボ・ツアー」を開催 

  2 月 27 日、新産業創出研究会の第 5 回例会が開

催された。今回は産学連携をﾃｰﾏに岐阜大学の研究

施設の視察を実施、26 名の参加者があった。 

  岐阜大学では王副学長をはじめ多くの研究者、

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀとの交流機会があり、複合材料研究ｾﾝﾀｰ、

金型創成技術研究ｾﾝﾀｰの各施設を視察、学生らに

よるﾃﾞﾓﾝｽﾄﾚｰｼｮﾝもあり充実した内容となった。施

設見学の後、産学連携の事例報告があり参加者の

関心を集めた。 

  新産業創出研究会は連携機能をより強化して、

今年度も継続して取り組んでいく。お問い合せは

企画事業部まで(TEL:72-4611) 

△岐阜大学 視察会での一枚 
 

 



 

 

新 入 会 員 ご 紹 介  

～ご入会ありがとうございました～ 
 

事 業 所 名  所 属 部 会 名 

株式会社大智建設 

有限会社華陽コンクリートポンプ 

株式会社荒川測量設計 

株式会社カスガ 

グッドラックパートナーズ株式会社 

株式会社尾関園芸 

有限会社ユウキ建設 

ちあき快福堂 

第一設備工業株式会社名古屋支店 

土 木 建 設 

土 木 建 設 

土 木 建 設 

物 流 ・ 情 報 

金 融 ・ 理 財 

商 業 

土 木 建 設 

土 木 建 設 

土 木 建 設 

※新入会員の内、名簿の公表を希望しない事業所は

掲載しておりません。 

           一宮商工会議所（平成 27 年 2 月 1 日～2 月 28 日分） 
新会館建設負担金にご協力有難うございました 

一宮商工会議所は、平成 25 年 8 月に開催された常議員会・臨時議員総会において会館建設議案が議決

され、新会館建設のための｢負担金募集｣を平成 26 年 1 月より開始いたしました。 

  ご支援いただきました皆様には深く御礼申し上げます。            (敬称略・順不同) 

事  業  所  名 事  業  所  名 事  業  所  名 事  業  所  名 

(資)安藤商店 サウンド・ライフ 澤佳 犬の小牧繁殖所一宮店 

一宮紙原料㈱ ㈱ヒビゼン 谷津不動産㈱ 社会保険労務士 

ﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙﾌﾟﾗﾝﾅｰ岩田事務所  光繊維㈱ 寶樂 伊藤製作所 

㈱桂商会 いちやぼし ㈲角田ナーセリー 万平㈱ 

㈲道家商店 ㈱田中ふとん店 ㈱インターヨーロッパ 

㈱ピーシーエヌ 

(資)木全商店 

一宮オート㈱ ㈱暮らしの生活館 ㈱片桐塗料店 

㈲アクト事務機 ㈱岐阜企業建設 橋本ポンプ㈱ ㈲ハーポ 

㈲オリジナルあい    

 

今月の表紙「たんぽぽ」 
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一宮商工会議所と日本珠算連盟一宮支

部との共催による、今年度で 63 回目を迎

える珠算技能優秀者表彰式が 3 月 22 日、

一宮市民会館大ホールにて開催された。 

当日は、多数の保護者参列の中、日頃の

鍛錬の成果として珠算や暗算の新たな段

位獲得者や技能優秀者の児童・生徒ら総勢

116名が表彰された。 

来賓祝辞として一宮市市長らの祝辞を

頂き、受賞者を代表し、戸松珠算学院の伴

翔太郎さんの心のこもった謝辞にて終了

した。 

 

△表彰式の様子 

第 63回珠算技能優秀者表彰式を 

一宮市民会館大ホールにて開催 

 たんぽぽは、キク科タ

ンポポ属の総称。多年生

で、多くはユーラシア大

陸に自然分布する。 

古くからヨーロッパ

ではタンポポの綿毛で

恋占いをしていたこと

から「愛の神託」の花言

葉がある。 
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